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表計算 (Excel) とデータ処理 (6) 

1 １つの変数の記述統計 

　「変数」とは，「あるクラスに属する学生の国語のテストの得点」や，「ポケモンの中でもっ
とも好きなキャラクタの名前」「さいころの目の数」など，特定の範囲の中で変化しうるもので
ある（数値だけでなく，‘ピカチュウ’や‘コイル’など値として名前をとる場合もある）。 
　変数は，尺度水準（統計学的な水準）で分類すると，「名義尺度」「順序尺度」「間隔尺度」
「比例尺度」に分類することができる。 
　この変数は，実際のデータでは多くの具体的な値からなる（例えば１クラス４０名分の国語の
得点など）。これを一つの値として集約することを「要約」「要約統計量」などという。 
　要約統計量は大きく分けて「代表値」（変数の代表的な値）と「散布度」（変数の広がり）か
らなる。 

※間隔尺度以上では，他に分布の形を数値的に表す歪度（左右の歪み具合），尖度（尖り具合）がある。 

2 変数と代表値 

　「J1リーグ名簿」ワークシートを使って，変数と各尺度について考えてみよう。 

 

［練習］このワークシートのデータについて，「変数」と「変数の尺度」について整理してみなさ
い。 

例 代表値 散布度 計算

名義尺度 好きなポケモン名 
車のナンバー

最頻値（カテゴリ中最も度数の大きい値） なし 
（カテゴリ数）

＝，≠

順序尺度 競走の順位 
嗜好（好き嫌い）順

中央値（並べ替えたときに順番が真中の値） 
（最頻値）

最大・最小値 
第一・第三４分位

＝，≠  
＞，＜

間隔尺度 摂氏温度 
カレンダーの日付

平均（算術平均） 
（中央値，最頻値）

分散／標準偏差 ＋，ー 
＞，＜，＝，≠

比例尺度 絶対温度 
年齢，収入

平均（算術平均） 
（幾何平均，中央値，最頻値）

分散／標準偏差 ×，÷， ＋，ー 
＞，＜，＝，≠
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3 代表値（１）　最頻値（mode モード）（名義尺度以上） 

　「クラブ」や「出身地」はそれぞれ「異なる」ことだけが区別できるので，「名義尺度」であ
る。「登録選手数が最も多いクラブはどこか」「J1リーグの登録選手が最も多い出身地はどこ
か」のように，尺度の値ごとの頻度分布は「もっとも頻度が高い」ものが代表値となる。これを
求めてみよう。 

a) 表を上下に分割し，下半分に表の末尾が見えるようにする。 
b) K6 に以下の式を入力する。 
  =COUNTIF($C$3:$C$545,J6) 
 COUNTIF(範囲,	条件) は指定範囲の中に値に等しいセルが何個あるかを数える関数である。等
しい場合を調べるには，条件にその値を指定すればよい。 

c) 範囲を指定するには，C3 をクリックした後 Shift キーを押しながら B545 をクリックすること
でも可能である。ただし下方向にコピーして使うので，範囲は絶対指定にする。 

d) G6 を G23 までコピーする。 

 

「クラブ登録選手数」の最頻値はいくつで，どのクラブか。 

                       　　　　　　　　　　　　　　                           　　 

［練習］出身別選手数について，最頻値とその出身を求めなさい。 
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4 ヒストグラム（１） 名義尺度データ 

　「登録選手数が最も多いクラブはどこか」のヒストグラムを書きなさい。 

 
a) 表の領域を選択する。 
b) 挿入 - 縦棒グラフ - 2D縦棒 - 集合縦棒を選択する。 
c) グラフ全体の位置と幅を調整する。 
d) 棒の幅は棒を右クリック - データ系列の書式設定-要素の間隔，で調整する。 

［練習］「J1リーグの登録選手が最も多い出身地はどこか」について，上位１０都道府県につい
てヒストグラムを書きなさい。（表全体を選択して -  ［データ］ー［フィルタ］ー降順に並べ替
え） 

 

5 代表値（2）　中央値（median メディアン）（順序尺度以上） 

　「身長」「体重」を並べ替えたとき，ちょうど真ん中の順位の値はいくつで選手は誰か。 
　全税会の練習を思い出して，身長のヒストグラムを作成してみよう。 
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a) ヒストグラムの範囲を決めるために，身長の最大値と最小値を関数 MAX(範囲),	MIN(範囲) 
を使って調べる。 

b) 最大値，最小値に合わせてヒストグラムの表を作成する（今回はJ87 に作成済み） 
c) K85:K93 を選択し，ヒストグラム関数 =FREQUENCY(F3:F545,J85:J93) を入力して， 
CTRL+SHIFT+Enter キーを押す。 

d) このヒストグラムから計算する場合は，データ数は 543 あるので，272 番目の値を含む階
級は 175-180。そこでその階級の真ん中の値 177.5 が中央値になる。 

e) 関数 MEDIAN(範囲) で中央値を求めることもできる。 

  →  

［練習］体重についても頻度分布と関数をそれぞれ使って中央値を求めなさい。 

6 代表値（３）　算術平均（average アベレージ）（間隔尺度以上） 

　「Jリーガーの身長，体重の平均はいくつか？」 
　算術平均とは，総数をカテゴリ数で割った数である。 

　エクセルでは AVERAGE(範囲) という関数で，自動的に平均を計算させることができる。「身
長」「体重」について平均を求めてみよう。 
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7 ヒストグラム（２）間隔／比例尺度データ 

1）身長のヒストグラムを作成しなさい。 

 

a) 作成した表の「身長」は階級の「上限値」なので，グラフに使用する階級値を計算する。（こ
の場合，上限値-2.5） 

b) 表の「人数」を選択し，2D集合棒グラフを作成する。 
c) グラフを右クリックし，「データの選択」メニューで「横（項目）軸ラベル」の「編集」ボ
タンをクリックして，計算した階級値を選択し，項目を入れ替える。 

d) グラフを選択し，レイアウト - ラベル - グラフタイトル - グラフの上でタイトルを作成す
る。 

e) グラフを選択し，グラフツールのデザイン - グラフ要素を追加 - 軸ラベルで，縦横軸のラベ
ルを追加する 

2）（練習）体重のヒストグラムを作成しなさい。 
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表計算 (Excel) とデータ処理 (6) 補足 

ワークシートの分割 
　6行目を選択して，「表示」メニューから「ウィンドウ枠の固定」 

 

フィルタの設定 
　並べ替えたい表全体を選択して，「データ」メニューから「フィルター」 
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